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89.40 R7/2/254 10001304 救急車車庫棟 鉄骨造 1

387.91 S62/9/1 新耐震基準3 10001303 消防本部　消防署庁舎（倉庫） 鉄骨造 2

220.10 S62/9/1 新耐震基準2 10001302 消防本部　消防署庁舎（訓練塔） 鉄筋コンクリート造 6

3,315.45 S62/9/1 新耐震基準1 10001301 消防本部　消防署庁舎（庁舎） 鉄筋コンクリート造 3

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入あり 導入あり 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入あり 導入あり 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり あり あり なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 7288.42 総延床面積 4012.86 借 地 面 積 232.21

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防本部及び消防署の設置に関する条例

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S62/09/01

所 在 地 矢曽根町赤地23番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 西尾中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防本部　消防署庁舎
施 設 番 号 100013

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防本部　消防署庁舎 施 設 番 号 100013

利用者数 6,085 6,488 6,230

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 365 366 365

20 倉庫２ 収納 3.00 区分なし 庁舎１階

19 倉庫１ 収納 15.00 区分なし 庁舎１階

庁舎２階

18 出動準備室 業務室 90.00 区分なし

17 研修室 業務室 42.00 16 区分なし

庁舎１階

49.00 28 区分なし 庁舎３階

16 副塔 業務室 20.00 区分なし 庁舎２～５階

庁舎２階

14 書庫 収納 42.00 区分なし

13 ミーティングルーム 業務室 18.00 8 区分なし

庁舎２階

区分なし 庁舎２階

12 消防長室 業務室 49.00 8 区分なし 庁舎２階

区分なし 庁舎１階

庁舎１階

10 機械室（通信） 業務室 24.00 区分なし

9 乾燥室 業務室 10.00 区分なし

庁舎１階

区分なし

業務室 69.00 24 区分なし4

庁舎１階

7 倉庫 収納 60.00 区分なし 倉庫棟１階

6 器具庫（車庫） 収納 53.00 区分なし

8,754 7,176 7,727

5 車庫（署） 業務室 462.00

8 物品庫 収納 30.00

11 事務室（本部） 業務室 211.00 24

15 小会議室 業務室

庁舎１階

3 通信事務室 業務室 39.00 5 区分なし 庁舎１階

通信指令室 業務室 48.00 5 区分なし

庁舎１階

庁舎１階

317 7,911

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 556,322 585,605 607,195

比較単位： 総額 施設面積547,568 578,112 591,557

99,124 422,340

449 461 463

2,888 3,399 3,628

26,075 26,889 30,180

1,335 646 526

総額 587,068 716,123 1,064,332

施設維持コスト 30,746 130,518 457,137

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 22.0 48.6

県費

その他 6,810 118,573 201,789

利用料

国費

総額 6,810 118,573 201,789

6,810 118,573 201,789

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 1641.1 70.2

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

庁舎１階

2

1 事務室（署） 業務室 162.00 32 区分なし

食堂

170,839 

円/人

0 50,000 100,000 150,000 200,000

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

100,000.0

200,000.0

300,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

5,800.0

5,900.0

6,000.0

6,100.0

6,200.0

6,300.0

6,400.0

6,500.0

6,600.0

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

80,000.0

100,000.0

120,000.0

140,000.0

160,000.0

180,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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28.50 S49/3/1 未診断2 10001402 消防署　西分署（車庫） 鉄骨造 1

325.46 S42/2/1 診断済1 10001401 消防署　西分署（庁舎） 鉄筋コンクリート造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり なし あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1341.42 総延床面積 353.96 借 地 面 積 734.04

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 工業地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S42/02/01

所 在 地 楠村町寺前12番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 平坂中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防署　西分署
施 設 番 号 100014

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防署　西分署 施 設 番 号 100014

利用者数 39 40 17

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 365 366 365

20

19

18

17

16

14

13

12

区分なし 庁舎２階

庁舎１階

10

9 車庫 業務室 60.00 区分なし

区分なし

業務室 18.54 11 区分なし4

庁舎２階

7 仮眠室（２） 業務室 20.66 3 区分なし 庁舎２階

6 仮眠室（１） 業務室 20.66 3 区分なし

1,584 1,553 2,069

5 事務室（待機室） 業務室 66.00 11

8 仮眠室（３） 業務室 18.99 4

11

15

庁舎１階

3 洗面、脱衣室 業務室 6.90 1 区分なし 庁舎１階

浴室 業務室 5.55 1 区分なし

庁舎１階

庁舎２階

145

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 138,476 142,720 153,113

比較単位： 総額 施設面積136,892 141,167 150,899

1,091 1,091 1,091

6 6 6

6,519 6,722 7,545

57 176 567

総額 146,148 150,714 162,322

施設維持コスト 7,672 7,995 9,208

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 3.1 7.7

県費

その他 808 1,556 858

利用料

国費

総額 808 1,556 858

808 1,556 858

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 92.6 △ 44.9

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

庁舎１階

2

1 通信室 業務室 15.62 8 区分なし

食堂

9,548,324 

円/人

0 2,000,000 4,000,000 6,000,000 8,000,000 10,000,00012,000,000

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

100,000.0

200,000.0

300,000.0

400,000.0

500,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0
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4,000,000.0

6,000,000.0

8,000,000.0

10,000,000.0

12,000,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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357.68 S56/1/31 診断済1 10001501 消防署　北出張所（庁舎） 鉄筋コンクリート造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり なし あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 747.10 総延床面積 357.68 借 地 面 積 376.00

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S56/01/31

所 在 地 米津町天竺桂36番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 鶴城中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防署　北出張所
施 設 番 号 100015

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防署　北出張所 施 設 番 号 100015

利用者数 21 9 21

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 365 366 365

20

19

18

17

16

14

13

12

区分なし

10 倉庫 収納 4.95 区分なし

9 トレーニング室（仮設仮眠室） 業務室 21.60 7 区分なし

区分なし

業務室 6.00 1 区分なし4

7 仮眠室（２） 業務室 10.26 2 区分なし

6 仮眠室（１） 業務室 17.70 3 区分なし

1,058 996 1,331

5 脱衣室 業務室 7.30 1

8 会議室 業務室 19.44 6

11

15

3 食堂 業務室 18.00 5 区分なし

車庫 業務室 110.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 66,245 68,218 76,781

比較単位： 総額 施設面積65,187 67,222 75,450

138

721 722 7,188

6 6 6

6,519 6,722 7,545

144 32

総額 73,772 75,668 91,551

施設維持コスト 7,527 7,450 14,770

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 2.6 21.0

県費

その他 575 1,037 600

利用料

国費

総額 575 1,037 600

575 1,037 600

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 80.2 △ 42.1

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 事務室（待機室） 業務室 42.24 5 区分なし

浴室

4,359,583 

円/人

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

4,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

100,000.0

200,000.0

300,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0.0

1,000,000.0

2,000,000.0

3,000,000.0

4,000,000.0

5,000,000.0

6,000,000.0

7,000,000.0

8,000,000.0

9,000,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S57/03/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項
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385.29 S57/3/1 新耐震基準1 10001601 消防署　東出張所（庁舎） 鉄筋コンクリート造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり なし あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1322.78 総延床面積 385.29 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S57/03/01

所 在 地 米野町松葉内7番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 東部中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防署　東出張所
施 設 番 号 100016

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防署　東出張所 施 設 番 号 100016

利用者数 25 11 22

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 365 366 365

20

19

18

17

16

14

13

区分なし

12 仮眠室６ 業務室 6.39 1 区分なし

区分なし

10 仮眠室４ 業務室 8.02 1 区分なし

9 仮眠室３ 業務室 7.52 1 区分なし

区分なし

業務室 4.72 1 区分なし4

7 仮眠室１ 業務室 7.75 1 区分なし

6 会議室（１階） 業務室 25.31 5 区分なし

1,213 1,113 1,233

5 脱衣室 業務室 4.20 1

8 仮眠室２ 業務室 7.52 1

11 仮眠室５ 業務室 8.25 1

15

3 食堂 業務室 18.36 5 区分なし

車庫 業務室 117.15 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 66,399 68,335 76,682

比較単位： 総額 施設面積65,187 67,222 75,450

1,257

3 4 4

6 6 6

6,519 6,722 7,545

30 142

総額 72,956 76,466 84,237

施設維持コスト 6,557 8,131 7,555

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 4.8 10.2

県費

その他 61 50 50

利用料

国費

総額 61 50 50

61 50 50

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - △ 18.5

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 事務室（待機室） 業務室 41.31 5 区分なし

浴室

3,828,960 

円/人

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 5,000,000

0.0
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1,000.0

1,500.0
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100,000.0
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令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0
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0.0
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6,000,000.0

7,000,000.0

8,000,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S60/03/20

㎡ ㎡ ㎡
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1,308.00 S60/3/20 新耐震基準1 10001701 消防署　一色分署（庁舎） 鉄筋コンクリート造 3

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

0.5ｍ～1.0ｍ未満 3時間以上 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 2298.36 総延床面積 1308.00 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S60/03/20

所 在 地 一色町一色伊那跨53番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防署　一色分署
施 設 番 号 100017

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防署　一色分署 施 設 番 号 100017

利用者数 66 44 45

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 365 366 365

20

19

18

17

18.37 区分なし 庁舎３階

16

庁舎３階

14 事務室（一時避難スペース） 収納 192.50 区分なし

13 調査室 収納 17.50 区分なし

庁舎３階

区分なし 庁舎３階

12 小会議室 収納 13.65 区分なし 庁舎３階

区分なし 庁舎２階

庁舎２階

10 大会議室 業務室 80.32 26 区分なし

9 書庫 収納 28.00 区分なし

庁舎３階

区分なし

業務室 24.32 11 区分なし4

庁舎２階

7 浴室 業務室 5.60 2 区分なし 庁舎２階

6 仮眠室 業務室 51.84 10 区分なし

2,383 2,224 2,423

5 機械器具庫（車庫） 収納 19.80

8 脱衣室 業務室 5.00 2

11 中会議室 収納 35.00

15 元消防長室 収納

庁舎１階

3 食堂 業務室 19.27 11 区分なし 庁舎１階

車庫 業務室 325.28 区分なし

庁舎１階

庁舎１階

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 139,275 143,391 160,868

比較単位： 総額 施設面積136,892 141,167 158,444

15 20 21

57 57 57

6,519 6,722 7,545

829 498

総額 145,866 151,019 168,989

施設維持コスト 6,591 7,628 8,121

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 3.5 11.9

県費

その他 45 41 41

利用料

国費

総額 45 41 41

45 41 41

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - △ 7.9

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

庁舎１階

2

1 事務室（待機室） 業務室 35.05 11 区分なし

休憩室

3,755,311 

円/人

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

50,000.0

100,000.0

150,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0
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2,000,000.0

2,500,000.0

3,000,000.0

3,500,000.0

4,000,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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70.71 H12/9/11 －3 10001803 消防署　吉良分署（梯子車車庫） 鉄骨造 1

89.88 S56/2/1 －2 10001802 消防署　吉良分署（車庫） 鉄骨造 1

399.07 S56/2/1 診断済1 10001801 消防署　吉良分署（庁舎） 鉄筋コンクリート造 2

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間30分以内 高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり なし あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 2714.95 総延床面積 559.66 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S56/02/01

所 在 地 吉良町吉田宮前36番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防署　吉良分署
施 設 番 号 100018

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防署　吉良分署 施 設 番 号 100018

利用者数 36 52 35

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 365 366 365

20

19

18 仮眠室（10） 業務室 7.54 1 区分なし

17 仮眠室（9） 業務室 7.47 1 区分なし

6.82 1 区分なし

16 仮眠室（8） 業務室 6.88 1 区分なし

14 仮眠室（6） 業務室 6.82 1 区分なし

13 仮眠室（5） 業務室 6.82 1 区分なし

区分なし

12 仮眠室（4） 業務室 6.82 1 区分なし

区分なし

10 仮眠室（2） 業務室 6.82 1 区分なし

9 仮眠室（１） 業務室 6.82 1 区分なし

区分なし

業務室 3.50 1 区分なし4

7 和室（書庫） 業務室 15.89 5 区分なし

6 和室（トレーニングスペース） 業務室 18.05 6 区分なし

1,609 1,573 1,806

5 脱衣室 業務室 5.46 1

8 会議室 業務室 57.40 19

11 仮眠室（3） 業務室 6.82 1

15 仮眠室（7） 業務室

3 食堂 業務室 16.70 11 区分なし

車庫 業務室 218.68 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 138,501 142,740 160,250

比較単位： 総額 施設面積136,892 141,167 158,444

7 9 17

13 13 25

6,519 6,722 7,545

11 92

総額 145,040 149,494 167,930

施設維持コスト 6,538 6,754 7,680

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 3.1 12.3

県費

その他 41 41 41

利用料

国費

総額 41 41 41

41 41 41

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - △ 1.7

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 事務室（待機室） 業務室 35.72 11 区分なし

浴室

4,797,988 

円/人
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利用者数1人当たりコスト(円/人)
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令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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349.98 H25/12/20 新耐震基準1 10001901 消防署　幡豆分署（車庫） 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

対象外 対象外 対象外 対象外 対象外 対象外

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 総延床面積 349.98 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H25/12/20

所 在 地 西幡豆町仲田14番地2(幡豆支所内) 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 幡豆町

中 学 校 区 幡豆中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防署　幡豆分署
施 設 番 号 100019

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防署　幡豆分署 施 設 番 号 100019

利用者数 17 23 11

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 365 366 365

20 出動準備室 業務室 42.62 区分なし 幡豆分署　車庫棟１階

19 車庫 業務室 197.09 区分なし 幡豆分署　車庫棟１階

幡豆支所２階（幡豆分署）

18 倉庫２ 業務室 10.30 区分なし

17 倉庫１ 業務室 7.85 区分なし

幡豆支所２階（幡豆分署）

10.12 1 区分なし 幡豆支所２階（幡豆分署）

16 無線機室 業務室 19.16 区分なし 幡豆支所２階（幡豆分署）

幡豆支所２階（幡豆分署）

14 食堂 業務室 22.00 11 区分なし

13 訓練・体力練成スペース兼会議室 業務室 56.33 21 区分なし

幡豆支所２階（幡豆分署）

区分なし 幡豆支所２階（幡豆分署）

12 仮眠室(１１) 業務室 8.59 1 区分なし 幡豆支所２階（幡豆分署）

区分なし 幡豆支所２階（幡豆分署）

幡豆支所２階（幡豆分署）

10 仮眠室(９) 業務室 8.59 1 区分なし

9 仮眠室(８) 業務室 8.59 1 区分なし

幡豆支所２階（幡豆分署）

区分なし

業務室 8.30 1 区分なし4

幡豆支所２階（幡豆分署）

7 仮眠室(６) 業務室 8.59 1 区分なし 幡豆支所２階（幡豆分署）

6 仮眠室(５) 業務室 8.59 1 区分なし

1,917 1,840 1,976

5 仮眠室(４) 業務室 8.59 1

8 仮眠室(７) 業務室 8.59 1

11 仮眠室(１０) 業務室 8.59 1

15 浴室・洗面所 業務室

幡豆支所２階（幡豆分署）

3 仮眠室(２) 業務室 8.30 1 区分なし 幡豆支所２階（幡豆分署）

仮眠室(１) 業務室 8.30 1 区分なし

幡豆支所２階（幡豆分署）

幡豆支所２階（幡豆分署）

48

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 138,808 136,285 168,013

比較単位： 総額 施設面積136,892 134,445 165,989

12 13 13

7 7 7

6,519 6,722 7,545

432 193 151

総額 145,778 143,219 175,729

施設維持コスト 6,969 6,934 7,716

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 1.8 22.7

県費

その他 30 23 23

利用料

国費

総額 30 23 23

30 23 23

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - △ 25.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 事務室 業務室 31.20 11 区分なし

仮眠室(３)

15,975,33

8 円/人

0 5,000,000 10,000,000 15,000,000 20,000,000

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

200,000.0

400,000.0

600,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0.0

2,000,000.0

4,000,000.0

6,000,000.0

8,000,000.0

10,000,000.0

12,000,000.0

14,000,000.0

16,000,000.0

18,000,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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294.00 S54/10/1 未診断1 10002001 消防江原防災倉庫 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし なし なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 941.14 総延床面積 294.00 借 地 面 積 941.14

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S54/10/01

所 在 地 江原町古川新田（無番地） 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 東部中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 消防江原防災倉庫
施 設 番 号 100020

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 消防江原防災倉庫 施 設 番 号 100020

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

倉庫（２階） 収納 105.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

3 3 3

総額 3 3 3

施設維持コスト 3 3 3

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 3.3 3.2

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫（１階） 収納 189.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7
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0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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104.70 S61/12/10 新耐震基準1 10002101 消防団詰所・車庫 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 3時間以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1215.00 総延床面積 104.70 借 地 面 積 1215.00

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S61/12/10

所 在 地 一色町治明大江62番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 一色消防団　一色西部分団詰所
施 設 番 号 100021

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 一色消防団　一色西部分団詰所 施 設 番 号 100021

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

128 111 154

5

8

11

15

3 倉庫 業務室 18.00 区分なし

車庫 業務室 39.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 128 111 154

比較単位： 総額 施設面積

83

899 900 900

75 77 80

517 352

総額 1,702 1,440 1,134

施設維持コスト 1,574 1,329 980

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 15.4 △ 21.3

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 39.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S62/12/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

86.12 S62/12/1 新耐震基準1 10002201 消防団詰所・車庫 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 3時間以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 497.00 総延床面積 86.12 借 地 面 積 497.00

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S62/12/01

所 在 地 一色町一色宮添74番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 一色消防団　一色中部分団詰所
施 設 番 号 100022

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 一色消防団　一色中部分団詰所 施 設 番 号 100022

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

112 100 130

5

8

11

15

3

車庫 業務室 39.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 112 100 130

比較単位： 総額 施設面積

83

625 625 626

415 17

総額 820 1,140 773

施設維持コスト 708 1,040 643

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 39.1 △ 32.2

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 39.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S60/04/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

18.52 S60/4/1 新耐震基準2 10002302 消防団詰所倉庫（東部） 鉄骨造 1

86.25 S60/4/1 新耐震基準1 10002301 消防団詰所・車庫 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 3時間以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 624.00 総延床面積 104.77 借 地 面 積 624.00

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S60/04/01

所 在 地 一色町松木島九軒前52番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 一色消防団　一色東部分団詰所
施 設 番 号 100023

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 一色消防団　一色東部分団詰所 施 設 番 号 100023

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

129 108 154

5

8

11

15

3

車庫 業務室 39.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 129 108 154

比較単位： 総額 施設面積

83

499 499 499

48 49 51

99 21

総額 857 656 725

施設維持コスト 728 548 571

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 23.5 10.5

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 33.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S55/10/07

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

49.68 S55/10/7 未診断1 10002401 消防団詰所・車庫 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 低い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 99.00 総延床面積 49.68 借 地 面 積 99.00

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 都市計画区域外 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S55/10/07

所 在 地 一色町佐久島東側71番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 佐久島しおさい学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 一色消防団　一色佐久島分団西詰所
施 設 番 号 100024

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 一色消防団　一色佐久島分団西詰所 施 設 番 号 100024

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

58 58 62

5

8

11

15

3 湯沸室 業務室 7.00 区分なし

車庫 業務室 24.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 58 58 62

比較単位： 総額 施設面積

18 18 18

107 111 115

342 62

総額 525 187 257

施設維持コスト 468 129 195

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 64.4 37.7

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 12.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S53/03/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

83.77 S53/3/1 未診断1 10002501 消防団詰所・車庫 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

0.5ｍ～1.0ｍ未満 1時間以内 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 105.77 総延床面積 83.77 借 地 面 積 105.77

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 都市計画区域外 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S53/03/01

所 在 地 一色町佐久島東屋敷6番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 佐久島しおさい学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 一色消防団　一色佐久島分団東詰所
施 設 番 号 100025

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 一色消防団　一色佐久島分団東詰所 施 設 番 号 100025

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

88 83 98

5

8

11

15

3

車庫 業務室 45.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 88 83 98

比較単位： 総額 施設面積

23 23 23

107 111 115

総額 218 217 237

施設維持コスト 130 134 138

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 0.9 9.3

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 29.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S47/12/27

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項
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90.72 S47/12/27 未診断1 10002601 消防団詰所・車庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 413.10 総延床面積 90.72 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域・他 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S47/12/27

所 在 地 吉良町上横須賀宮前86番地30 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 吉良消防団　吉良第１分団詰所
施 設 番 号 100026

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 吉良消防団　吉良第１分団詰所 施 設 番 号 100026

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

114 102 130

5

8

11

15

3

車庫 業務室 37.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 114 102 130

比較単位： 総額 施設面積

3 3 3

97

総額 214 105 133

施設維持コスト 100 3 3

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 50.9 26.7

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 51.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S58/03/31

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項
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40.70 S58/3/31 新耐震基準1 10002701 消防団車庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 248.16 総延床面積 40.70 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S58/03/31

所 在 地 吉良町津平大入452番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 吉良消防団　吉良第１分団津平車庫
施 設 番 号 100027

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 吉良消防団　吉良第１分団津平車庫 施 設 番 号 100027

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

43 38 48

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 43 38 48

比較単位： 総額 施設面積

83

1 1 1

総額 127 39 50

施設維持コスト 84 1 1

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 69.1 26.5

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 車庫 業務室 37.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S46/12/27

㎡ ㎡ ㎡
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15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

68.04 S46/12/27 未診断1 10002801 消防団詰所・車庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 3時間以内 極めて低い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 363.58 総延床面積 68.04 借 地 面 積 363.58

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S46/12/27

所 在 地 吉良町荻原城下70番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 吉良消防団　吉良第２分団詰所
施 設 番 号 100028

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 吉良消防団　吉良第２分団詰所 施 設 番 号 100028

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

97 83 106

5

8

11

15

3

車庫 業務室 37.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 97 83 106

比較単位： 総額 施設面積

83

424 424 424

6

総額 604 512 530

施設維持コスト 506 430 424

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 15.1 3.4

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 29.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S47/12/27

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14
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12

11
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3

2

90.72 S47/12/27 未診断1 10002901 消防団詰所・車庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間30分以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 402.37 総延床面積 90.72 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 準住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S47/12/27

所 在 地 吉良町吉田大切間17番地8 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 吉良消防団　吉良第３分団詰所
施 設 番 号 100029

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 吉良消防団　吉良第３分団詰所 施 設 番 号 100029

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

114 99 130

5

8

11

15

3

車庫 業務室 37.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 114 99 130

比較単位： 総額 施設面積

83

3 3 3

97 100

総額 296 202 133

施設維持コスト 182 103 3

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 31.8 △ 34.2

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 詰所 業務室 51.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S46/12/27

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15
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38.88 S46/12/27 未診断1 10003001 消防団車庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 3時間以内 高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 335.06 総延床面積 38.88 借 地 面 積 335.06

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 準工業地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S46/12/27

所 在 地 吉良町富好新田井戸東1番地2 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 吉良消防団　吉良第３分団富好車庫
施 設 番 号 100030

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 吉良消防団　吉良第３分団富好車庫 施 設 番 号 100030

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

52 40 48

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 52 40 48

比較単位： 総額 施設面積

83

441 441 441

455

総額 575 481 945

施設維持コスト 524 441 897

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 16.4 96.4

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 車庫 業務室 37.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H11/12/22

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11
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2

108.50 H11/12/22 新耐震基準1 10003101 消防団詰所・車庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 658.45 総延床面積 108.50 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H11/12/22

所 在 地 東幡豆町大口41番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 幡豆町

中 学 校 区 幡豆中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 幡豆消防団　幡豆第１分団詰所
施 設 番 号 100031

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 幡豆消防団　幡豆第１分団詰所 施 設 番 号 100031

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

133 116 154

5

8

11

15

3 湯沸室 業務室 9.00 区分なし

車庫 業務室 51.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 133 116 154

比較単位： 総額 施設面積

83

3 3 3

19 226

総額 237 119 383

施設維持コスト 104 3 229

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 49.7 221.3

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 和室 業務室 28.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H18/02/15

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

113.05 H18/2/15 新耐震基準1 10003201 消防団詰所・車庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて低い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 2423.95 総延床面積 113.05 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防団規則

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H18/02/15

所 在 地 西幡豆町二本松79番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 幡豆町

中 学 校 区 幡豆中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 幡豆消防団　幡豆第２分団詰所
施 設 番 号 100032

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 幡豆消防団　幡豆第２分団詰所 施 設 番 号 100032

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

業務室 32.00 区分なし4

7

6

136 119 166

5

8

11

15

3 湯沸室 業務室 11.00 区分なし

車庫 業務室 53.00 区分なし

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 136 119 166

比較単位： 総額 施設面積

83

4 4 5

103 106 110

246 36

総額 572 265 280

施設維持コスト 436 146 115

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 53.7 5.9

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 和室 業務室 26.00 区分なし

シャワー室

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H8/12/09

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

23.69 H21/3/1 －3 10003303 倉庫 鉄骨造 1

16.40 H21/3/1 －2 10003302 倉庫 鉄骨造 1

295.00 H8/12/9 新耐震基準1 10003301 倉庫 鉄骨造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし あり 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 743.77 総延床面積 335.09 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H8/12/09

所 在 地 高畠町7丁目5番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 西尾中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 総合防災倉庫
施 設 番 号 100033

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 総合防災倉庫 施 設 番 号 100033

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

72 56 72

5

8

11

15

3 倉庫３ 収納 23.69 区分なし

倉庫２ 収納 16.40 区分なし

66

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 138 56 72

比較単位： 総額 施設面積

10 11 11

総額 149 67 82

施設維持コスト 10 11 11

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 55.2 23.5

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫１ 収納 295.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H16/12/02

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

48.60 H16/12/2 新耐震基準1 10003401 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 448.86 総延床面積 48.60 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H16/12/02

所 在 地 米野町下野1番地2 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 東部中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 三和防災倉庫
施 設 番 号 100034

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 三和防災倉庫 施 設 番 号 100034

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

66

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 66

比較単位： 総額 施設面積

1 1 3

総額 67 1 3

施設維持コスト 1 1 3

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 97.8 107.9

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 48.60 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H16/12/02

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

48.60 H16/12/2 新耐震基準1 10003501 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 6966.78 総延床面積 48.60 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H16/12/02

所 在 地 米津町天竺桂72番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 鶴城中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 米津防災倉庫
施 設 番 号 100035

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 米津防災倉庫 施 設 番 号 100035

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

3 3 3

5

8

11

15

3

66

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 69 3 3

比較単位： 総額 施設面積

1 1 3

総額 70 5 6

施設維持コスト 1 1 3

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 93.4 33.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 48.60 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H17/11/02

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

53.10 H17/11/2 新耐震基準1 10003601 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象層無し - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 2383.20 総延床面積 53.10 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H17/11/02

所 在 地 室町中屋敷152番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 東部中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 室場防災倉庫
施 設 番 号 100036

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 室場防災倉庫 施 設 番 号 100036

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

3 3 12

5

8

11

15

3

66

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 69 3 12

比較単位： 総額 施設面積

1 1 3

総額 70 4 15

施設維持コスト 1 1 3

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 94.0 249.1

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 48.60 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H17/11/02

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

53.10 H17/11/2 新耐震基準1 10003701 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 145.21 総延床面積 53.10 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 工業地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H17/11/02

所 在 地 楠村町南浜屋敷1番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 平坂中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 平坂地区防災倉庫
施 設 番 号 100037

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 平坂地区防災倉庫 施 設 番 号 100037

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

3 3 10

5

8

11

15

3

66

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 69 3 10

比較単位： 総額 施設面積

1 1 3

総額 70 4 13

施設維持コスト 1 1 3

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 94.0 204.7

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 48.60 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H18/11/21

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項
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49.77 H18/11/21 新耐震基準1 10003801 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 277.61 総延床面積 49.77 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第二種低層住居専用地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H18/11/21

所 在 地 寺津町美之掛23番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 寺津中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 寺津防災倉庫
施 設 番 号 100038

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 寺津防災倉庫 施 設 番 号 100038

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

3 3 3

5

8

11

15

3

66

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 69 3 3

比較単位： 総額 施設面積

1 2 2

総額 70 4 5

施設維持コスト 1 2 2

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 93.7 7.7

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 49.77 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H18/11/21

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

49.77 H18/11/21 新耐震基準1 10003901 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

0.1ｍ～0.5ｍ未満 3時間以上 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 6146.49 総延床面積 49.77 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H18/11/21

所 在 地 斉藤町向縄1番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 福地中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 福地防災倉庫
施 設 番 号 100039

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 福地防災倉庫 施 設 番 号 100039

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

3 3 4

5

8

11

15

3

66

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 69 3 4

比較単位： 総額 施設面積

2 2 2

総額 70 5 5

施設維持コスト 2 2 2

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 93.4 15.1

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 49.77 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H9/10/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

42.09 H9/10/1 未診断1 10004201 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 5507.00 総延床面積 42.09 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 準工業地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画別冊水防計画編による

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H9/10/29

所 在 地 中畑町大山75番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 建設部河川港湾課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

市内各河川、海岸等の洪水、高潮又は津波による水災を警戒し、防御し、これによる

被害を軽減することを目的とする。

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 平坂中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 中畑水防倉庫
施 設 番 号 100042

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 中畑水防倉庫 施 設 番 号 100042

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

1 1

10

総額 1 11

施設維持コスト 1 11

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 100.0 100.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 42.09 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H13/04/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

19.74 H13/4/1 未診断1 10004301 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象層無し - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 5618.35 総延床面積 19.74 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画別冊水防計画編による

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H13/04/01

所 在 地 室町中屋敷152番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 建設部河川港湾課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

市内各河川、海岸等の洪水、高潮又は津波による水災を警戒し、防御し、これによる

被害を軽減することを目的とする。

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 東部中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 室場水防倉庫
施 設 番 号 100043

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 室場水防倉庫 施 設 番 号 100043

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

0 0

10

総額 0 10

施設維持コスト 0 10

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 100.0 100.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 19.74 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H14/10/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

82.69 H14/10/1 新耐震基準1 10004401 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 25901.00 総延床面積 82.69 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画別冊水防計画編による

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H14/10/28

所 在 地 吉良町上横須賀杉ノ木30番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 建設部河川港湾課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

市内各河川、海岸等の洪水、高潮又は津波による水災を警戒し、防御し、これによる

被害を軽減することを目的とする。

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 吉良水防倉庫
施 設 番 号 100044

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 吉良水防倉庫 施 設 番 号 100044

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

1 2

23 10

総額 25 12

施設維持コスト 25 12

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 100.0 100.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 82.69 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S58/03/31

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

81.00 S58/3/31 未診断1 10004501 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 30分以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1062.00 総延床面積 81.00 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S58/03/31

所 在 地 吉良町吉田万田18番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 建設部農地整備課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

河川・海岸等の樋門部材の保管 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 樋門倉庫
施 設 番 号 100045

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 樋門倉庫 施 設 番 号 100045

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

2 2 2

総額 2 2 2

施設維持コスト 2 2 2

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 4.0 3.9

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 81.00 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S59/06/30

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

66.79 S59/6/30 未診断1 10036201 倉庫 木造 1

- -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 528.76 総延床面積 66.79 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
24時間体制

設 置 根 拠
西尾市消防署の組織に関する規程

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S54/10/01

所 在 地 一色町前野新田34番地4 施設中分類 庁舎等

所管局部課 消防 消防本部消防総務課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

消防組織法の規定に基づき、西尾市の消防事務を処理するため。 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 前野新田消防倉庫
施 設 番 号 100362

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 前野新田消防倉庫 施 設 番 号 100362

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

1 1 2

総額 1 1 2

施設維持コスト 1 1 2

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 4.7 4.5

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫 収納 66.79 区分なし

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

R2/09/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

99.75 R2/9/1 新耐震基準2 10092502 ポンプ車庫棟 鉄骨造 1

307.00 R2/9/1 新耐震基準1 10092501 防災倉庫等 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり 対象外 対象外 あり なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 15340.00 総延床面積 406.75 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考
12/29～1/3

設 置 根 拠
西尾市防災センターの設置及び管理に関する条例

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 R2/09/08

所 在 地 志貴野町出崎180番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 建設部河川港湾課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

防災活動の拠点として防災体制の強化及び市民の防災意識の高揚を図るため 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 鶴城中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 西尾市防災センター
施 設 番 号 100925

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 西尾市防災センター 施 設 番 号 100925

利用者数 60 50

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数 359 359 359

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

収納 99.75 区分なし4

7

6

308 375 628

5

8

11

15

3 水防倉庫 収納 99.00 区分なし

会議室 貸室 41.85 18 2

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 308 375 628

比較単位： 総額 施設面積

33 35 36

843 854 855

総額 1,184 1,264 1,519

施設維持コスト 876 889 891

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 6.7 20.2

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2 0.3%

2

1 防災学習室 貸室 64.00 36 2

ポンプ車庫

30,375 円

/人

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

20,000.0

25,000.0

30,000.0

35,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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375.41 R4/2/10 新耐震基準1 10092601 津波避難タワー 鉄骨造 2

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間30分以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1180.00 総延床面積 375.41 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市津波避難計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 R4/04/01

所 在 地 一色町生田宮西４３番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

南海トラフ地震等により発生する津波の危険から緊急的に市民の生命及び身体の安

全を守るとともに、平常時における地域防災力の向上に寄与するため

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 生田地区津波避難タワー
施 設 番 号 100926

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 生田地区津波避難タワー 施 設 番 号 100926

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

33 32 32

総額 33 32 32

施設維持コスト 33 32 32

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 4.5 1.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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169.54 R4/2/3 新耐震基準1 10092701 津波避難タワー 鉄骨造 2

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間30分以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 980.00 総延床面積 169.54 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市津波避難計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 R4/04/01

所 在 地 吉良町大島寺西１８番地２ 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

南海トラフ地震等により発生する津波の危険から緊急的に市民の生命及び身体の安

全を守るとともに、平常時における地域防災力の向上に寄与するため

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 大島地区津波避難タワー
施 設 番 号 100927

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 大島地区津波避難タワー 施 設 番 号 100927

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

24 23 24

総額 24 23 24

施設維持コスト 24 23 24

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 4.5 1.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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R5/03/14

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

317.34 R5/3/14 新耐震基準1 10093001 津波避難タワー 鉄骨造 2

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間30分以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1216.47 総延床面積 317.34 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市津波避難計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 R5/04/01

所 在 地 一色町千間戌改上４６番地１ 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

南海トラフ地震等により発生する津波の危険から緊急的に市民の生命及び身体の安

全を守るとともに、平常時における地域防災力の向上に寄与するため

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 千間地区津波避難タワー
施 設 番 号 100930

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 千間地区津波避難タワー 施 設 番 号 100930

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

33 26

総額 33 26

施設維持コスト 33 26

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 100.0 △ 19.9

県費

その他 1 1 1

利用料

国費

総額 1 1 1

1 1 1

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) -

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

R5/02/15

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

640.60 R5/2/15 新耐震基準1 10093101 津波避難タワー 鉄骨造 3

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間30分以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1227.92 総延床面積 640.60 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市津波避難計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 R5/04/01

所 在 地 吉良町吉田東中浜２７番地１ 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

南海トラフ地震等により発生する津波の危険から緊急的に市民の生命及び身体の安

全を守るとともに、平常時における地域防災力の向上に寄与するため

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 吉田地区津波避難タワー
施 設 番 号 100931

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 吉田地区津波避難タワー 施 設 番 号 100931

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

44 39

総額 44 39

施設維持コスト 44 39

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 100.0 △ 12.8

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

S56/04/01

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

3.66 S56/4/1 －2 10093802 倉庫 コンクリートブロック造 1

624.01 S56/4/1 診断済1 10093801 倉庫 鉄筋コンクリート造 2

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入あり

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 2578.77 総延床面積 627.67 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 S56/04/01

所 在 地 吉良町吉田忠四郎前38番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 離島防災倉庫
施 設 番 号 100938

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 離島防災倉庫 施 設 番 号 100938

利用者数 51

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13 倉庫１１（旧：調理室） 収納 42.45 区分なし

区分なし

12 倉庫１０（旧：倉庫５） 収納 5.94 区分なし

区分なし

10 倉庫８（旧：配膳室） 収納 14.91 区分なし

9 倉庫７（旧：倉庫２） 収納 5.40 区分なし

区分なし

業務室 55.80 区分なし4

7 倉庫５（旧：倉庫） 収納 4.50 区分なし

6 倉庫４（旧：保育室4） 収納 43.24 区分なし

1,382 38 29

5 倉庫３（旧：保育室3） 収納 43.24

8 倉庫６（旧：倉庫１） 収納 10.81

11 倉庫９（旧：倉庫４） 収納 13.39

15

リサイクルプラザとして利用

3 物品販売室（旧：遊戯室） 業務室 121.44 区分なし リサイクルプラザとして利用

倉庫２（旧：保育室２） 収納 43.24 区分なし

リサイクルプラザとして利用

5,838

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 49,600 38 29

比較単位： 総額 施設面積42,380

543

6 0

497 89

13,037

181

総額 63,864 38 117

施設維持コスト 14,264 89

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 99.9 209.5

県費 553

その他 2,021

利用料 553

国費 324

総額 3,450

3,450

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - △ 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

リサイクルプラザとして利用

2

1 倉庫１（旧：保育室１） 収納 43.24 区分なし

事務室

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

50,000.0

100,000.0

150,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0.0

200,000.0

400,000.0

600,000.0

800,000.0

1,000,000.0

1,200,000.0

1,400,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H3/02/02

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

12.87 H3/2/2 新耐震基準4 10093904 倉庫 コンクリートブロック造 1

5.69 H3/2/2 新耐震基準3 10093903 倉庫 コンクリートブロック造 1

45.50 H3/2/2 新耐震基準2 10093902 倉庫 鉄骨造 1

756.00 H3/2/2 新耐震基準1 10093901 倉庫 鉄骨造 1

- - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入あり 導入あり 導入あり

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入あり 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

なし なし 対象外 対象外 なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 2191.00 総延床面積 820.06 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市地域防災計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H3/02/02

所 在 地 東幡豆町黒田37番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

災害時用の生活物資等の備蓄施設 財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 幡豆町

中 学 校 区 幡豆中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 東幡豆防災倉庫
施 設 番 号 100939

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 東幡豆防災倉庫 施 設 番 号 100939

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

区分なし

12

区分なし

10 倉庫１０（旧：事務室等） 収納 143.62 区分なし

9 倉庫９（旧：会議室） 収納 45.00 区分なし

区分なし

収納 10.80 区分なし4

7 倉庫７（旧：前室） 収納 16.38 区分なし

6 倉庫６（旧：冷凍冷蔵室） 収納 15.00 区分なし

33 38

5 倉庫５（旧：食品調味料室） 収納 21.60

8 倉庫８（旧：ボイラー室） 収納 20.00

11 倉庫１１（旧：車庫機械室等） 業務室 64.06

15

3 倉庫３（旧：下処理室） 収納 51.60 区分なし

倉庫２（旧：洗浄室） 収納 216.00 区分なし

16,608 836

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト 16,608 33 874

比較単位： 総額 施設面積

1,471 1,100

16 0

480 120

55

総額 18,079 1,629 1,049

施設維持コスト 1,471 1,596 175

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - △ 91.0 △ 35.6

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1 倉庫１（旧：調理室） 収納 216.00 区分なし

倉庫４（旧：検収室）

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H26/03/28

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

4.67 H26/3/281 10095101 中継局舎 その他 1

- - - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

範囲外 範囲外 計算対象外 - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

対象外 対象外 対象外 対象外 対象外 対象外

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 総延床面積 4.67 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H26/03/28

所 在 地 一色町佐久島秋葉山1番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 佐久島しおさい学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 移動系無線佐久島中継局
施 設 番 号 100951

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 移動系無線佐久島中継局 施 設 番 号 100951

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

総額

施設維持コスト

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

H31/02/27

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

3.23 H31/2/271 10095201 震度計局舎（吉良支所） 鉄骨造 1

- - - - - - -

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間以内 極めて低い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

対象外 対象外 対象外 対象外 対象外 対象外

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 総延床面積 3.23 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 第一種住居地域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 H31/02/27

所 在 地 吉良町荻原新池120番地1 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 吉良町

中 学 校 区 吉良中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 震度計局舎（吉良支所）
施 設 番 号 100952

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 震度計局舎（吉良支所） 施 設 番 号 100952

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

総額

施設維持コスト

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数



～

R7/03/15

㎡ ㎡ ㎡

点字ブロック

特記事項

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

170.68 R7/3/15 新耐震基準1 10095301 津波避難タワー 鉄骨造 2

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 915.59 総延床面積 170.68 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市津波避難計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 R7/04/01

所 在 地 奥田町四丁目６番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

南海トラフ地震等により発生する津波の危険から緊急的に市民の生命及び身体の安

全を守るとともに、平常時における地域防災力の向上に寄与するため

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 西尾市

中 学 校 区 平坂中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 奥田地区津波避難タワー
施 設 番 号 100953

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 奥田地区津波避難タワー 施 設 番 号 100953

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

総額

施設維持コスト

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

県費

その他

利用料

国費

総額

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数
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507.92 R7/3/15 新耐震基準1 10095401 津波避難タワー 鉄骨造 3

- - ○ ○

耐 震 情 報

地上 地下 （㎡） （㎡） 耐震診断 改修年度

　棟　情　報  （表示枠の都合上、15棟までの表示としています。）

No. 棟 番 号 棟 名 称 建物用途 構 造 主 体
階数 建 築 面 積 延 床 面 積

建築年月日

- - -

地滑り危険箇所 土石流危険流域
地震 津波

指定緊急避難場所 指定避難所 指定緊急避難場所

1.0ｍ～3.0ｍ未満 1時間以内 極めて高い - - -

指定避難所 津波一時待避所

急傾斜地崩壊危険箇

所土石流 急傾斜地の崩壊 地滑り 土石流 急傾斜地の崩壊

　防災関連情報

基準水位 津波到達時間 液状化の可能性
土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

導入なし 導入なし 導入なし

地下貯蔵タンク

導入なし

導入あり 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし 導入なし

高圧受電 下水道

　設備等情報

消火設備 警報設備 避難設備 消火活動用施設 エレベーター ボイラー 圧力容器 小荷物専用昇降機 貯水槽

あり あり あり なし なし なし

　バリアフリー対応情報

主たる出入口 道路ー入口：車いす対応スロープ 階段手すり 車いす対応ＥＶ 身体障害者用トイレ

敷 地 面 積 1435.42 総延床面積 507.92 借 地 面 積

指定管理者

■　敷地・建物情報　　　　　　　※複合施設の場合、親施設にかかる棟面積が表示されます。

用 途 地 域 用途地域の指定のない区域 建築年月日

開 館 時 間 供用廃止日

休館日等

時間備考

設 置 根 拠
西尾市津波避難計画

■　運営・管理情報

運 営 形 態 直営 供用開始日 R7/04/01

所 在 地 一色町治明九平山４２番地 施設中分類 庁舎等

所管局部課 市長部局 危機管理局危機管理課 施設小分類 消防庁舎、防災施設

設置目的

南海トラフ地震等により発生する津波の危険から緊急的に市民の生命及び身体の安

全を守るとともに、平常時における地域防災力の向上に寄与するため

財 産 区 分 行政財産

地 域 区 分 一色町

中 学 校 区 一色中学校地区

外　観　写　真

施 設 カ ル テ
基準日： 令和7年3月31日

　施　設　情　報

施 設 名 称 治明地区津波避難タワー
施 設 番 号 100954

施設大分類 公共施設



(千円)

歳入

人件費

修繕費

維持管理委託料

工事請負費

その他

人件費 /

光熱水費

指定管理料

その他

 【施設サービス提供状況】

（日）

（人）

【単位当たりコスト】 令和6年

施 設 カ ル テ

施 設 名 治明地区津波避難タワー 施 設 番 号 100954

利用者数

　施設サービス提供状況

項目 令和4年 令和5年 令和6年

開館日数

20

19

18

17

16

14

13

12

10

9

4

7

6

5

8

11

15

3

【当該施設】 【分類平均】

施設運営コスト

比較単位： 総額 施設面積

総額

施設維持コスト

　　【歳出の推移】歳 出 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

県費

その他 1

利用料

国費

総額 1

1

(円/㎡) 　　【歳入の推移】

歳 入 対前年度増減率(%) - 100.0 100.0

年度 令和4年 令和5年 令和6年

　財　務　情　報

　各室利用状況　 （表示枠の都合上、20室までの表示としています。）

No. 室名 室機能
面積

（㎡）

定員

（人）

貸時間

区分

利用

件数

スペース

稼働率
備考

2

1

0 円/人

0 0 0 1 1 1

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

令和4年 令和5年 令和6年

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人)

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

令和4年 令和5年 令和6年

利用者数1人当たりコスト(円/人) 利用者数


